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1．はじめに 
 これまで河道内の植物群落が河川の流れや地形プロ

セスに与える影響の研究が多く行われているが，高木

の樹冠と幹のように、流水抵抗が鉛直方向に著しく変

化する場合について検討した例は未だに少ない。そこ

で、本研究では高木群落の鉛直構造により流速分布が

どのように遷移するのか、室内実験を行い、考察を加

えた。 
 
2．河道内高木群落 
図 1 は多摩川(60km 区間)における植物の生活形の

構成比率を示したものである 1)。これは種数ではある

が，樹木の比率は 12%程度と決して小さくはない。ま
た図 2は鬼怒川 55km地点における地被状態の経年変
化を示しているが、草本類とともに木本類も増加傾向

にあり，その面積比率がそれぞれ 50%，10%まで増加
していることがわかる。小貝川の場合はさらに深刻で

3)，図 3 に示すように，高水敷で高木群落が占める割
合が 30％近くまで存在する区間もあり，高木群落のた
めに流下能力が不足している箇所もある。 
これに対して、群落レベルの伐採や間引きを実施す

ることも考えられるが，自然生態系保全の面からは最

小限に抑えたいところである。あるいは，下枝払いや

下草刈りによって流下能力の向上を図ることも考え

得る。ところが現時点での流れの解析手法では，植物

群落を死水域として考えるか、鉛直一様構造として扱

っているものがほとんどである。そこで，高木群落の

環境管理にともない，その流下能力を精度よく評価す

ることが要請されている。 
たとえば岡部らは傾いた高木が一様に分布した状

況での流れ場について検討を進めており，この種の分

野の発展が待たれるところである。それには，研究成

果の実務計算への活用方法や種々の条件下での流れ

の挙動の検討が必要だと考えられる。 
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図 3. 小貝川における樹木群落面積の縦断変化 3) 
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図１ 多摩川（60km区間）における 
植物の生活形の割合 1) 

図2.鬼怒川の地被状態の経年変化 2) 
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地点① 地点② 幹 樹冠 幹 ヘチマロン

水路床勾配 I 1/100 1/3700 1/700 1/700 1/700 1/510 1/510 1/1000 1/1000

水路幅 B m 0.4 600 150 150 150 0.4 0.4 0.5 0.5

流量 Q m3/s 0.01 7800 1700 1700 1700 0.0082 0.0082 0.0041 0.0041

平均水深 h m 0.0975 5.5 5 5 5 0.06 0.06 0.07 0.05

代表流速 v m/s 0.26 2.41 4.42 4.42 4.42 0.45 0.45 0.36 0.29

粗度係数 n 0.021 0.025 0.015 0.015 0.015 0.015

固有浸透流速 Uw m/s 0.12 0.3 0.69 0.66 3.21 0.37 0.12 0.14 0.01

透過係数 K m/s 1.25 18.25 18.25 17.54 84.93 8.4 2.69 4.43 0.38

フルード数 Fr 0.27 0.33 0.63 0.63 0.63 0.59 0.59 0.43 0.41

流速比 Χw 0.488 0.124 0.156 0.150 0.726 0.822 0.263 0.391 0.042

幅水深比 B/h 4.16 109.09 30 6.67 6.67 7.14 10.00

植生直径 dv m 0.005 0.2 0.2 0.004 0.039 0.01

植生中心間距離 l m 0.02 1.77 8.58 0.12 0.12 0.10

単位植生数 σ 本/m2 2500 0.32 0.01 69.44 69.44 100.00

面積密度 λ m-1 12.5 0.06 0.003 0.28 2.71 1.00 135.73

関根ら 4)

表1.実験条件と相似則
本実験岡部ら 7)井上ら 8)福岡・渡辺

ら5)
鬼怒川

データ6)

 
3．実験における高木模型の諸元 
室内実験を行う際にまず，実物との条件の相似性を２つの無次元パラメータにより検討した。一つはフ

ルード数であり，その代表水深・流速としては，対象とする流量に対して，水路に植生が無い場合の流速

と水深を用いた。もう一つは，水路に植生が存在するときの流速（固有浸透流速）の代表流速に対する比

（以下，流速比という）である。 
表 1は，本研究における植生模型や流量などの諸元を，既往の研究における室内実験や現地観測におけ
るデータと比較したものである。このうち関根ら 4) 岡部ら 7)は室内実験による研究，福岡・渡辺ら 5)，鬼

怒川データ 6)，，井上ら 8)は実河川のデータを扱ったものである。井上らについては，地点①(密)と地点②(粗)
では樹木の生息分布が異なる。表１より，フルード数や幹部における流速比については，本実験と他の研

究とは同様な範囲内にあると見てよい。一方で，幹部と樹冠部の流速比の違いは本実験でやや大きめであ

るが妥当な値と考えてよいだろう。 
 以上、実験に先立っての検討項目について述べた。具体的な実験条件、結果および考察については発表

会当日に報告する。 
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